
赤
字
工
女
二
円
五
十
二
銭
十
二
円
五
○
銭

赤
字
○
の
工
女
三
円
五
十
銭
十
一
二
円
○
三
銭

で
あ
っ
た
。

五
、
中
途
退
場
工
女
の
精
算
賃
銀
を
み
る
と
、
一
般
的
に
前
借
金
の

多
寡
と
賃
銀
の
獲
得
額
に
左
右
さ
れ
、
薬
価
負
担
額
は
大
き
な
要
因

に
な
っ
て
い
な
い
傾
向
を
見
い
出
し
た
。

（
防
衛
医
科
大
学
校
公
衆
衛
生
学
）

資
料
は
長
野
県
岡
谷
市
立
岡
谷
蚕
糸
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

「
大
正
十
四
年
九
月
工
場
一
一
関
ス
ル
懇
談
事
項
上
諏
訪
警
察
署
」

で
あ
る
。

本
資
料
は
全
五
十
七
。
ヘ
ー
ジ
の
孔
版
印
刷
で
あ
る
。
内
容
は
い
く

つ
か
に
わ
か
れ
て
い
る
が
、
最
初
は

一
、
工
場
保
安
施
設
二
関
ス
ル
件

二
、
工
場
寄
宿
舎
ノ
設
備
二
関
ス
ル
件

三
、
労
働
者
募
集
取
締
令
施
行
一
一
関
ス
ル
件

四
、
扶
助
及
職
工
負
傷
疾
病
月
報
ノ
提
出
二
関
ス
ル
件

五
、
職
工
就
業
時
間
休
憩
時
間
及
休
日
ノ
変
更
一
一
関
ス
ル
件

六
、
労
資
相
談
所
設
置
二
関
ス
ル
件

七
、
衛
生
思
想
ノ
酒
養
一
一
関
ス
ル
件

八
、
伝
染
病
予
防
二
関
ス
ル
件

大
正
期
の
諏
訪
地
方
に
お
け
る

製
糸
工
場
の
労
働
環
境
に
つ
い
て

清
水
勝
嘉
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次
に
「
工
場
施
設
経
営
一
一
関
ス
ル
注
意
事
項
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ

て
お
り
、
「
工
場
法
規
二
基
ク
遵
守
事
項
」
は
十
一
項
目
、
「
工
場
並

付
属
建
築
物
ノ
設
備
奨
励
一
一
関
ス
ル
事
項
」
が
三
十
五
項
目
、
「
其

他
ノ
事
項
」
を
七
項
目
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
中
味
は
当
時
の
労
働
条
件
の
基
本
的
な
も
の
ば

か
り
で
あ
っ
た
。

「
県
下
製
糸
工
場
二
於
ケ
ル
諸
般
ノ
施
設
状
況
」
に
は
長
野
県
下

の
こ
と
を
左
記
の
事
項
に
分
け
説
明
を
加
え
て
い
る
。

九
、
結
核
予
防
二
関
ス
ル
件

十
、
ワ
ク
チ
ン
注
射
二
関
ス
ル
件

で
あ
っ
た
。窪

織
鍛
鍔
鐸
準
錘
識
癖
》
蝉
識

蕊
'2-',‘f-,,静,I”''::』,:目：

瀞
!i辮駕
1審》陸噌

f
r』蝉

邨,

零

雷

蜂篭；

職:識！

一
、
本
県
二
於
ケ
ル
製
糸
工
場
概
況

二
、
工
場
設
備
二
関
ス
ル
調
査

三
、
胃
腸
病
調
（
製
糸
工
場
）

胃
腸
病
調
の
一
部
を
象
る
と
「
職
工
ノ
健
康
診
断
ノ
際
発
見
セ
ラ

レ
タ
ル
病
者
中
ト
ラ
ホ
ー
ム
ヲ
除
ヰ
テ
ハ
消
化
器
病
最
高
位
ニ
ァ
リ

斯
ク
胃
腸
疾
患
者
多
キ
ハ
作
業
場
ノ
温
度
並
一
一
湿
度
作
業
状
態
寄
宿

舎
ノ
生
活
状
態
食
料
ノ
粗
悪
等
一
一
至
大
ノ
関
係
ア
ル
ヲ
以
テ
之
レ
ヵ

予
防
〈
就
業
時
間
ノ
短
縮
食
後
休
憩
時
間
ノ
延
長
寄
宿
ノ
改
善
栄
養

食
料
ノ
給
与
軽
快
ナ
ル
運
動
ノ
奨
励
煮
繭
分
業
ノ
普
及
等
二
俟
シ
外

ナ
シ
ト
思
惟
ス
」
と
あ
り
、
生
糸
職
工
事
情
に
記
録
さ
れ
て
い
た
製

糸
工
場
の
状
態
と
変
ら
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。

労
資
相
談
所
は
「
労
資
ノ
協
調
ヲ
図
リ
双
互
ノ
福
利
ヲ
増
進
ス
ル

ヲ
以
テ
目
的
」
と
し
た
も
の
で
、
「
警
察
部
工
場
課
内
一
一
其
ノ
本
部

ヲ
置
キ
警
察
官
署
ノ
内
二
其
ノ
支
部
ヲ
設
ク
」
で
あ
っ
た
。

工
場
関
係
書
類
（
健
康
診
断
害
、
特
別
教
育
開
始
届
、
同
学
年
末
調
査

表
、
扶
助
月
報
、
賃
金
毎
月
調
査
、
労
働
者
募
集
年
報
）
の
提
出
期
限
、

募
集
関
係
書
類
の
処
理
に
つ
い
て
の
一
覧
は
そ
の
裏
づ
け
と
な
る
法

令
を
あ
げ
て
い
た
。

本
資
料
の
最
後
に
あ
げ
て
あ
る
参
考
書
は
、
ま
ず
世
界
各
国
の
労
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働
時
間
の
法
規
一
覧
表
が
あ
り
、
次
に
諏
訪
地
方
の
工
場
の
生
活
の

改
善
策
を
示
し
て
あ
る
。
こ
の
改
善
策
は
項
目
の
み
を
記
す
。

一
、
寄
宿
舎
一
棟
ノ
適
当
ナ
ル
大
サ
及
各
棟
二
必
要
ナ
ル
諸
設
備

三
、
結
髪
室

四
、
洗
面
所

五
、
食
卓

六
、
浴
場

七
、
洗
濯
所

八
、
便
所
ノ
構
造

こ
れ
ら
の
項
目
は
図
入
り
で
説
明
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。

以
上
、
と
り
あ
げ
た
警
察
署
か
ら
製
糸
経
営
者
へ
の
要
望
事
項
を

み
る
と
、
工
場
法
の
施
行
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
き
び
し
い

労
働
条
件
が
製
糸
工
女
を
と
り
ま
い
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。

（
防
衛
医
科
大
学
校
公
衆
衛
生
学
）

二
、
寝
室
ノ
蚊
張
釣
ノ
設
備

及
附
属
室

水
銀
中
毒
と
い
え
ば
、
無
機
水
銀
と
有
機
水
銀
が
あ
る
が
、
今
回

は
無
機
水
銀
の
み
に
ふ
れ
る
。

古
代
金
属
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
無
機
水
銀
に
よ
る
中
毒
は
古
く
か

ら
知
ら
れ
て
い
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
水
銀
鉱
山
労
働
者
の
水
銀
中

毒
が
一
五
世
紀
に
発
見
さ
れ
て
い
る
が
、
わ
が
国
の
伊
勢
の
射
和
な

ど
の
水
銀
鉱
山
で
の
中
毒
の
資
料
は
な
い
。

奈
良
の
大
仏
の
造
立
に
あ
た
っ
て
の
水
銀
ア
マ
ル
ガ
ム
を
用
い
た

塗
金
で
は
中
毒
が
発
生
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
が
、
記

録
は
残
っ
て
い
な
い
。
大
仏
の
鋳
造
に
二
年
、
塗
金
に
五
年
を
か
け

て
い
る
こ
と
は
塗
金
が
難
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
杉

山
二
郎
は
「
毒
の
文
化
史
」
の
な
か
で
金
メ
ッ
キ
の
技
術
は
中
国
か

ら
導
入
し
た
も
の
で
、
水
銀
の
毒
性
は
知
っ
て
い
て
、
塗
金
の
際
に

は
天
井
を
ぬ
い
て
水
銀
を
充
分
放
散
し
た
上
で
、
次
の
仕
事
に
か
か

っ
た
の
で
、
五
年
も
か
か
っ
た
と
い
っ
て
い
る
。

水
銀
中
毒
の
歴
史

三
浦
豊
彦
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